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再碓流療法を受けた急性心筋梗塞患者の入浴による生体反応
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学位論文内容の要旨

纏皮的冠動脈形成術 (再潅流横紙)を受けた成人の急椎･心筋梗塞患者 (JM 郡 :19

名)と同年代の健常群(i9名)を対負に入浴時の生体反応を比較 した.入浴は一般に安全

ときわれている手順を頗製し,身体を洗う2分 30秒間の前後に40℃の板に 〕J/)間ずつ

2r乱 第 LI肋間の高さまで浸かる方法 (総研繋時間 15分間)で行った.,入浴の評価指

標には血FE,心頼欺,自御 中,I:'&活性,口腔乱 iJi適感 (VAS),E!org指数を用いたが,

血圧を除くいずれの耶間比較でも有意蓋を苛めなかったtところが,団々のデ-タを詳

細に分析すると,1回日の入野直掛 こ収縮期血圧が30JT.-1lrig以上上昇したものは健新鮮

では2名だつたのに対して.Aヽ11錐では ('名いた.また,血圧には著明な変軌 まなか

ったが,心室性甥外収相 (pvc)が増加 したものが AM 掛 こ3名いた.これらの患者

はL.,W,1分軒 ではGradC2の比較的塵症のPVC判定であったが.左窒彪細事に中等監陪

審があった.こうしたA州患者にみられた八幡時の異常,,-)原因は不明だが,少なくと

も入浴折に入念にrf'･Jt鎌と循環勤懐を把握す ること.そしTJより安全な入浴方法を検討す

る必要があること/J:示唆された.



論文審査の結果の要旨

碑文解茸要旨 二両舵流積汝を受けた急性心筋樺藻患者 19猫を対象に､術後の初回大浴

場の生体反応について､幾つかの角度か ら験討を行った研兜である"大福万態 ･手順を

紘-し､19各の紐珊者 を封鎖畔 として蛸折を行っている｡醇として有意差が認められ

た生体反応項 Flは†明TIl鍵にはできなかったが､個々の急他心筋梗塞魚者においでは心室性

Igl外収縮の増加などの所 見を示す ものがあり､少なくとIと,入浴補に縞鳩 と循拐軌蝶を把

握する必柴があること､,i:り安全/i:入浴方旗の検討が必要であると雑的づけているa

韻文として､村曲射の般定､本qr･兜において使用されたく1三体反応の噛沢などについて煮

干の閉牌点があるように思われ るが､当俳究科における僻土課･Ti!後脚の学位番速におけ

る弟定益坤には合故 していると判IL抗されたD


